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要旨  
カテゴリーを用いず二語文として使用できる絵カード型シンボルを内蔵した
パソコン上で動くソフトを開発した．特徴は，１）上部と下部それぞれの画面
が矢印ボタンを選択することで左右に独立してスクロールすることができるた
め，カテゴリーシンボルが不要なこと，２）上部（または下部）のみの表示が
できるため，一語文としての使用が可能であること，３）上部と下部を表示さ
せることで二語文としての使用が可能なことである．３歳６ヶ月と８歳７ヶ月
の児を対象に，ノートパソコンを用い，シンボルのマッチング課題を実施した．
結果，３歳６ヶ月児は，１つのシンボルのマッチング（一語文課題）は，すべ
て正答した．一方，２つのシンボルのマッチング（二語文課題）は，すべてで
きなかったが，手がかりを与えると１回目で可能であり，数回繰り返すうちに
すべて選択可能となった。８歳７ヶ月児は，すぐに内容を理解し，すべて正答
した．３歳６ヶ月児でも，数回繰り返すと２つのシンボルのマッチングを理解
できており，当該ソフトを使用できる可能性を示唆した． 
 
Key Words：自閉症，絵カード型シンボル，ＡＡＣ 
 
 
【はじめに】 
視覚優位の特徴を持つ自閉症児に対する絵カード型シンボルを内蔵した携帯型会話補
助装置型の Personal Digital Assistant（以下 PDA）を用いた介入は，従来の絵カード型
シンボルと同様，自己決定や社会参加，コミュニケーションを促す一手段として活用され
てきつつある１-５）．一方，表示画面に制限のある PDA の効果的活用には，「カテゴリーシン
ボル」の中から適切な「具体的なシンボル」を選択する必要があり，概念形成が苦手な自
閉症児の適応年齢が問題視されていた６）． 
今回，従来とは違う「カテゴリー」を用いず画面をスクロールさせることにより，二語
文として使用できるノートパソコンで使用可能なソフトを，（株）アルカディアと共同開発
した．ソフトの概要と健常児に対して予備実験を実施した結果に関して報告する． 
 
【ソフト概要】 
ソフトは，パソコン上で作動する．パソコン画面上に PDA の形状が表示され，PDA 上部
に４分割された「食べ物」「飲み物」「乗り物」「場所」「余暇」の名詞シンボル 10 パターン
の計 40 個，そして下部に２分割された「対義語」シンボル７パターンの計 14 個のシンボ
ルが内蔵されている．つまり，実際の PDA 画面では上部４つの名詞シンボル，下部２つの
対義語シンボルの計６つのシンボルが表示されている（図１）．例えば「お茶」シンボルを
クリックするとそのシンボルの音声出力がなされる． 
特徴として，上部シンボルのみの表示（図２）と下部シンボルのみの表示（図３）のよ
うに，個々の表示ができるため，児の発達段階に応じて一語文として使用が可能である． 
 
 
図１ 上部と下部の画面表示 
図２ 上部のみの画面表示 
図３ 下部のみの画面表示 
さらに，上部と下部それぞれの画面は，矢印ボタンを選択することで左右に独立してスク
ロールする（図４）．そして，上部と下部それぞれに適切なシンボルを選択すると，例えば
「お茶」「のむ」のように二語文となる． 
 
 
【予備実験】 
１．対象 
対象は，３歳６ヶ月の健常女児と８歳７ヶ月の健常男児，各１名の計２名である．なお，
本研究実施にあたり，児と保護者に本研究の目的を口頭と文書で説明し了承を得た． 
 
２．方法 
測定は，個室で行い，測定肢位は，椅子に座り机上で実施した．また，検者は対象児か
ら見て右後方に位置し，教示と採点を行った． 
実施手順は，まず対象児がノートパソコンの使用方法（マウス操作や画面上のシンボル
をクリックすると音声が出力される，次の画面にスクロールするなど）を理解するために，
図４ 画面スクロールと機器概要 
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画面スクロール 
検者は対象児に対してデモンストレーションを行った．その後自由に練習させ，理解でき
ているかを確認した後実施した． 
課題で使用する視覚提示用シンボルについて，ノートパソコン画面上に出てくるシンボ
ルと同様の視覚提示用のシンボルカード（４cm×４cm）を，別に作成し使用した． 
マッチング課題は，一語文課題と二語文課題を実施した．一語文課題の場合，検者は画
面上のシンボルと同様の視覚提示用シンボルカードを１枚視覚と口頭で提示し，視覚提示
シンボルと同じシンボルを児に選択させた．シンボルの内訳は，上部シンボルが３個，下
部シンボルが２個の計５個である．また，上部シンボルを選択する場合は上部のシンボル
のみを表示し，下部シンボルを選択する場合は下部シンボルのみを表示した．二語文課題
の場合，上部と下部の画面を表示し，２枚の視覚提示用シンボルを視覚と口頭で提示し，
同じシンボルを児に選択させた．なお，一語文シンボルで使用したシンボルとは違うシン
ボルを用い，５パターンの課題を実施した． 
採点は，一語文課題の場合は，正当数を数えた．二語文課題の場合は，２つのシンボル
ともに正確にマッチングした場合のみ正当とした． 
 
【結果】 
３歳６ヶ月児では，一語文課題である１つのシンボルのマッチングは，上部，下部とも
にすべて正答した．一方，二語文課題である２つのマッチング課題は，１回目ではすべて
できなかったが，「矢印を押して」などの手がかりを与えると探し出すことが可能であった．
さらにその後，数度繰り返すうちにすべて選択可能となった．８歳７ヶ月の児は，どちら
の課題もすべて正答した． 
実施した感想では，「おもしろい」「もっとやりたい」という意見が挙げられ，好評であ
った． 
 
【考察】 
３歳６ヶ月児でも，二語文としての使用方法を理解でき，数度繰り返せばノートパソコ
ン上において当該ソフトを使用できていた．井上６）は１，２歳代の健常児を対象にした絵
カードのマッチング課題を行い，２歳代に入ると，複数の中から提示されたものを選択す
ることが可能であると報告している．本研究における対象児の年齢を考えると，パソコン
上という違いはあるが，視覚提示に対する１つのマッチング課題を正確に遂行するに，十
分可能な能力があったと考える．さらに，本研究結果から２つのマッチング課題も３歳６
ヶ月で繰り返すことで可能なことが示唆された．８歳６ヶ月では使用に問題が見られず，
さらに低年齢での使用が可能であると考える． 
また，当該機器を使用しての感想では，好評な意見が挙げられた．開発ソフトのポイン
トとなる画面をスクロールさせる「矢印」も理解できることから，大幅な変更をせず実際
に使用可能であると考える． 
今回の研究では，ノートパソコンを使用したため，マウス操作など機器使用には別の要
素も必要であった．今後は，当初の予定である直接的に操作できるタッチパネル式の画面
を採用し，PDA での使用，または最近主流になりつつあるミニノートパソコンのいずれか
の機器を用いて，自閉症児を対象に実施予定である． 
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